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ともに寄り添い ともに築き ともに輝く 地域づくり

■県内での効果的な被災者支援体制を考えるため、「珠洲市災害ボランティア
センターへの応援派遣に係るふり返り会」を行いました。

令和6年能登半島地震に係る災害ボランティアセンター
（以下「災害VC」）の運営支援のため、県内市町社協の協力
のもと、これまでに社協職員延べ25名を珠洲市へ派遣しました。
現在も応援派遣は継続中ですが、現地での学びや気づきを
共有し、今後の被災者支援活動に活かすため9月12日（木）に
中間ふり返り会を行いました。 当日は、現地での活動や
災害VCの運営体制、被災地の社協職員や他の応援職員と
の関わり方など、現地で経験し感じたことを共有し、今後
どのような視点を大切にすべきか、活発に議論しました。
参加した職員からは「被災地ごとに運営体制・支援の方向性は異なること、加えて、多
くの応援職員による災害VC運営においては、様々な背景や想いなども含めた丁寧な引継ぎ
が大切」、「現地の状況は流動的なため、社協だけでなく連携している災害支援団体や
支援者等との定期的な目線合わせの場が重要」などの気づきが得られました。 本会とし
てもより効果的な被災者支援体制の構築のために、珠洲市における運営支援での気づきを
しっかりと学びにして、県内職員間の協力体制や県社協としてのバックアップ力の向上、
行政やCSO、企業等とのつながりづくりなど、平時のうちから意識して備える取り組みを進
めていきます。

〔支援活動をふり返り、今後に活か
すためのアイデアを出し合う参加者〕

佐賀県保育士・保育所支援センターでは、8月1日（木）～
9月13日（金）まで「保育所等見学会」を開催しました。
この見学会は、保育士の仕事をめざす学生や保育士資格
取得者で現在、保育士として働いていない方、保育の仕事に
興味をお持ちの方を対象に、佐賀県内各園の様子を直接見て
もらい、就職先を見つけるきっかけ作りを目的としています。
25名の参加者は64か所の保育所の中から希望する園を見学し、
多くの方が複数の園に参加しています。参加者からは
実際見学をしてみて、「保育士の仕事に就いてみたいと思った」
「保育園の特徴を知ることができるよい機会になった」など前向きな声が聞かれました。
今回の見学会では、見学参加者・受け入れ保育所等のどちらからも「毎年開催してほ
しい」との希望があがっています。 実際に保育所を見ることができる貴重なイベント
ですので興味のある方は、ぜひ来年ご参加ください。

■保育の仕事に就くきっかけづくり「保育所等見学会」を開催しました。

〔お団子づくりの時間を
見学している様子〕



■「障害者支援施設でのカスハラに対しどう対応するか？」
身体障害者施設協議会において第１回職員研修会を開催しました。

9月18日（水）、佐賀県社会福祉会館「Fukku/ふっく」にて、
ハラスメント研修会を開催しました。 今回は、利用者が施設
職員に対して不当な要求や過剰なクレームを行う「カスハラ」
（カスタマーハラスメント）をテーマとして学びました。
講義では、まずハラスメントについての基本的な内容について
学び、その後は実際の職場の事例をもとに、講師から具体的な
アドバイスを受けながら学びを深めました。
「エアコンの温度設定」など些細なきっかけから職員に危害

が及ぶケースもあり、このようなケースに対し講師からは「職員を守るためには契約解
除も検討すべき」としつつ、まずは事業所において教育や相談窓口・対策委員会の設置、
明確なガイドラインの策定が重要であると強調されました。 またカスハラに発展させ
ないためには①訴えを「明確」にして「不快感を抱かせたこと」について謝罪する。②
丁寧に聴き取る・不明確なところは聞き直す（現状・何が原因か・何を求めているの
か）③情報共有が大切という3つの視点を強調されました。 今後も様々な研修会を実施
し働きやすい職場づくりを支援していきます。

本会では生活福祉資金貸付制度の一環として、「教育支援資金」の貸付事業を行ってい
ます。 この貸付事業は進学を希望する低所得世帯の子ども達が安心して学ぶことができ
るよう、高校・大学・専門学校等への入学及び就学の際の経費を貸付するしくみです。
来春進学予定の方への申込受付を令和6年10月15日（火）から令和7年1月31日（金）まで
受付ます。昨年度は9件の貸付を行い、進学をサポートしました。 なお、生活福祉資金
貸付制度は他制度を優先するしくみのため、佐賀県育英資金や日本学生支援機構の奨学
金への申込みをまずはご検討いただき、他制度の貸付等を受けられない場合に限り、本
資金が活用できることになっています。 資金面で進学を悩まれている方は、お近くの市
町社会福祉協議会にお気軽にご相談ください。

■来春の進学予定者を応援！「教育支援資金」の申込受付をはじめました。

〔熱心に話を聞く受講生〕

・職種 ：総合職（福祉関係企画・事務系業務）
・採用予定人数：若干名（採用予定日：令和7年4月1日）
・受験資格 ：昭和60年4月2日以降に生まれた人で大学

（4年制）を卒業した人
（令和7年3月卒業見込みの人を含む）
普通自動車運転免許（AT車限定可）
※福祉関係の資格の有無は問いません。

・申込受付期間：令和6年10月 7日（月）9時～11月 3日（日）17時
・一次試験 ：令和6年11月15日（木）9時～11月21日（木）17時

（WEBテスト：能力試験・適性検査）
※詳しい内容については、本会HPをご覧ください。 QRコード→

■正規職員募集のお知らせ（令和7年4月1日採用）


